



























































































さて、今日のお話は 4 つほど用意いたしました。1 番目は遠隔授業の移行プロセスなんですが、これは今
更詳しく話さなくてもいいかなと思います。もしかしたら職員の方はですね、こういったプロセスにご興味おあ
りかもしれません。経済経営学部は、3 月の終わりには、学部としてはいつ遠隔授業になってもいいように進
めていきました。本来は 4 月 12 日が授業開始日だったんですけれども、その直前で授業延期の決定が行
われ、それとともに学生全員がオンラインのシステムにアクセスする準備をまずやって、4 月 22 日から授業は
全て遠隔でやりました。7 月からは半分ぐらいが対面授業になり、8 月で 7 割か 8 割ぐらいは対面という形で





低限保証すればいいんじゃないかと思っていました。90 分オンラインっていうのは学生の Wi-Fi 環境もあり
ますし無理だろうと私自身は最初に思っていました。しかし、4 月 22 日から授業が始まると、ほとんどの授業
は同期型で開始されました。1・2 年生は PC 必携にしていたのが功を奏しました。 
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また、本学ではこの 4 月から、manaba に加えて Google G Suite、Office365、5 月からは Zoom という風に、
なんでも使える環境が揃ってしまいました。私と同じ学部に田尻慎太郎という情報担当学長補佐の教員が
昨年から着任しまして、この人が中心になってこれだけのシステムを導入したんですが、情報教育に詳しい
もんだから色々相談すると、「何か 1 つに絞る必要なんてないよ。学生もオンラインツールを 1 つしか使えな
いなんておかしいよ」ということで、あえて方式を定めませんでした。学生も最初のうちは、授業によってツー
ルが違うと混乱するって言ってましたけど、それはそのうちおさまって、Microsoft Teams も Zoom も G Suite も






















全体が留学生も入れて 1,200 人ぐらいですけども、そんな中で、アンケートは 500 人から 700 人ぐらいの回
答をもらいました。 
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す。ゼミでは協調・協働学習的なことを色々やって、1 年間で 4 単位です。一方でキャリア科目は 2 単位な
んですね。そこでキャリア科目を 1 コマ 45 分にして、ゼミに続いてそのままやるんです。合計すると 135 分に
なります。すると、授業終了後に 45 分間余るので、その時間は毎週打ち合わせをしております。今は、SA 
(Student Assistant)も一緒に打ち合わせをしています。 


















第 3 回は Teams の使い方をみんなで学んでいくというテーマです。コマシラバスをご覧ください。このとき
には、学生はみんな顔をほとんど合わせてないですから、オンラインツール上でのグループワークを通じて
ゼミの雰囲気を作っていくことも目標の一つでした。コマシラバスをみると、授業の最初の 5 分間でこういうこ






















最初に Teams でゼミをやった日は、忘れもしない 4 月 22 日でしたが、私が想像する以上の内容でした。
コマシラバスに非常に細かく授業の進行状況が設計されていたおかげで、自分自身がやってみて、こんな



















から、むしろ保護者に実際に遠隔授業を見ていただければいいんじゃないかと思い、6 月から 7 月にかけて
保護者対象のオンライン講座を始めました。外部の社会人も参加 OKということにした結果、90 人ぐらい申し




































































































































（講師：山本啓一先生）はい、うちはオンラインツールとしては Microsoft Teams を使っていますので、
















































学生は、大学近郊の実家あるいは下宿で受講したのが約 8 割、実家に帰省して受講したのが 17％の約 2
割ということになります。通信環境ですけれども、Wi-Fi を使用した学生は 92％、スマホ等のパケット通信を
使用した学生は 7％でして、意外と Wi-Fi を使用できる学生が多いなっていうのが個人的な感想です。使用










PC を使用している学生の割合が減っていることです。これらの学生のスマホ使用率は約 3 割に上がってい























それでは続きましてアンケート 2 のスライドです。アンケート 2 は科目別アンケートですが、個々の結果に
つきましては各先生方に学科長を通してフィードバックされているかと思いますので、これにつきましても全
学レベルでのマクロの視点からの全体像をご紹介させていただきたいと思います。延べ対象学生数は




先ほど 280 の授業数と言いましたけれども、1 つの授業で複数の手法を用いている場合もありますので、総
数としてこれだけの数の授業形態が実施されたということになります。こちらを見てもらいますと、左の 3 つが
メインになりますけれども、本学の遠隔授業では、全体の 3 分の 2 が音声や動画なしのコンテンツであったと
いうことになります。 
















2.8 点から 3.0 点の間であった授業科目が 1 つあっ

















3.8 点から 4.0 点で、全学平均は 3.91 点ということでございます。 
平均点を算出した上記 4 つの観点、すなわち「授業の形式」、「課題の形式」、「学生の学修への取り組













ば 1 点、動画・音声なしが 2 点、動画・音声ありが 3
点、Zoom が 4 点と重みづけした時に、各授業科目
で複数の授業形式を使ってますから、例えば、Aの
科目は平均しますと 1.5 点とか B の科目は平均す
ると 3.5 点とかっていう科目ごとに点数が出てくるん
ですね。横軸がその科目ごとの点数で、例えば横
軸の 4.0 の位置に一つだけプロットがありますけど、これは Zoom だけを使った授業っていうことになります。

































































































































次に、私が遠隔授業において留意した点についてお話しすると、次の 5 点があります。まず 1 つは配布
資料の工夫です。映像資料に変わる図表を充実させる一方、情報が多くなりすぎないように留意しました。














































































す。「思い出に残るノートを作ってもらおう」。実はこれは自分が 4 月 30 日の夜中、5 月 1 日になるかなって
時に思わず呟いた言葉です。それまでの経緯をお話したいと思います。実はですね、ダイヤモンドプリンセ


















どういう機能を持ってるのか、それから Office365 を使ってきましたけど、OneDrive とか Teams とか、これって





るんだろう。しかも Zoom の場合っていうのはご承知かもしれませんが最初の頃ぱっと 2 月ごろですかね、割
とこう有名になってきて、そのあとに叩かれてるんですよね。これ情報抜けるんじゃねえかとか、実際に中国
大陸経由してデータが来ていたようなんですけど、僕の感覚ではいずれこうゆう風に叩かれると、ちゃんとす








































プで 3 回、資料配布で 2 回ありました。トータルで 2 回。トータルでこの内容ですね。二つ目、電気電子基
礎。配当は 1 年生です。履修者は 27 名で先ほどと同じ 3 名が中国人。この（電気電子基礎）スコアは 4．8
です。1 年生です、すごくやっぱり一生懸命ですよね。本気で受けてくれました。なので、このスコアが出てる。
これは先ほど村上先生が言われたように僕じゃなく彼らがやったスコアの力です。回路理論Ⅱ、配当は 2 年



















分前から（終了の）5 分後。これで、ずるいですけど 90 分。回路理論Ⅱは内容も難しいので後ろに 40 分（延
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長）。4 限目だったので後ろがなかったのでできた。 
講義内容を Zoom を介して事前に録画。Zoom はすごく優れている。データダイエットできます。PDF プラ


























































残るっていうのが最大の利点ですよね。僕は自分の授業、気がついたら 3 ヶ月で 120 本 YouTube に上がっ
てました。それからオンラインの講義能力、これからの大学評価に直結するはずです。ただし、フィードバック










































して授業方法は 3 つありますよと。 
私はパワーポイントだと、授業スライドだ
け見てわかるように、修正していくのは大
 第 7 回教育改革シンポジウム記録「遠隔教育を考える」 181 
変そうだなと思いました。YouTube撮影が無理







もう一つの理由なんですけど、建築学科 1 年生に授業しなくちゃいけない。今年の 1 年生っていうのは入









































































































































































去年は 1 回あたりの平均閲覧回数が 99、今年が 168 っていう風に、本当に差が大きい。一人当たり 15 回
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188 大学教育論叢 第 7 号 
遠隔授業っていうオンラインの方が今までの授業よりいいんじゃなかろうかという印象を持ったんですけども、
いかがでしょうか。 



































































の G Suite とか Teams の話は存在は知っていますけど私も実は何がどうできるのかよく知らない状況で、山
本先生に後で教えていただければありがたいかなと思ってます。 
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（香川直己 工学部教授）なかなか難しい質問だと思うんですが、僕は途中で言ったようにあるものをうま
く使っていこうというのがどっちかというと僕の感覚だっだんですね。ただ G Suite なんかはやってみようと思
ったらできるんじゃないかなという気はします。山本先生もおっしゃられましたように多分小学校とか高等学














ラインツールが随分違うんですね。Zoom を使っている会社もあれば Teams や Webex を使っている企業もあ
るということなので、一つだけに絞らず、色々組み合わせていくっていうのはありだと思います。と言っても、
絶対そうしなきゃいけないっていうことでもなくって、先生によって多少違うぐらいでいいと思います。あと
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だと思うんですけど、それを実現するためにこの度は非常勤の先生のスタジオをお借りして YouTube の配信、
リアルタイム配信を使いました。それでリアルタイムの配信をしながら 3 週に分けて実は講評を書いてしたん

































192 大学教育論叢 第 7 号 
からリアルな対面授業になってもオンラインツールを使うことによって、隣の人が何をしているのかという学生
が持つ好奇心は、今までは私語となって現れていたんですけど、sli.do とか respon とかああいったオンライン
ルールを使うことも重要だと思います。あともう一つは、学生自身が自分で何を学んでいるかを意識していく
っていう、特に香川先生がおっしゃってたことですね。主体的な学修態度をいかに形成していくかっていうこ
とがオンラインの中で非常に重要だっていうことが見えてきたと思います。 
最後にプラスするなら、私の方から提示させていただいた論点というのは、いかにそれを組織的に行うか
ということです。先生方の授業は学位プログラムの一つのパーツですから、一つの授業だけが良くてもダメで、
学位プログラム全体の質をどんなふうに上げていくか、やっぱりそこは、先生方が協力をしていく、協働して
いくという発想が大事です。教室内で隣りの学生が何をしているかを把握するのがオンラインで容易になっ
たことと同様に、隣の教室あるいは研究室で、同じ学部の先生がどういった授業をされているのかっていうこ
とを風通し良く意見交換をしていくっていうことが大事になってくるのかなと思いました。3 人の先生方は非常
に重要なお話をしていただいたと思います。私自身もとっても勉強になりました。ありがとうございました。 
 
 
おわりに 
 
（司会：大塚 豊 副学長）山本先生どうもありがとうございました。最後に非常に素晴らしい総括コメント
をいただきました。おまとめくださったので私が付け加えることはありません。ずっと長い間こういう遠隔授業
が大事だ、こういうツールを使った授業は大切だと言われていたのに、事態は一向に動かなかった、政府に
言われても動かなかった。ところが期せずしてこのコロナっていうものがもたらしたもの、それは災難ではあり
ますが、これが元になって、大学の教育が大きく変わっていったし、これからもおそらく後ろに戻ることはない
だろうと思います。さまざまなツールが話の中に出ましたが、前期に使わなかったツールを、今日のお話の
中に出てきたもので参考になったものがあれば、是非とも授業の中に取り入れてみたいものです。それから
例えば山本先生もおっしゃってくださったように一人ひとりが変わっていくのではなくて、学科とかあるいは学
部として組織的な変革というのが大事であり、求められているのだろう思います。このシンポジウムを機に、さ
らに我々の教育改革を進めていきたいと思います。司会の不手際で 10 分も延びてしまいました。それから
今日はエアコンが途中で切れてしまって、今は直っているようではありますが、大変ご迷惑をおかけいたしま
した。お詫びいたします。それでは以上をもちまして第 7 回の教育改革のシンポジウムを閉じさせていただき
たいと思います。最後にご登壇の先生方にもう一度大きな拍手をお願いいたします。 
 
